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研
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著

　
本
書
は
東
洋
文
庫
塞
翁
に
係
る
文
隷
元
年
天
草
耶
蘇
會
學
林
患

版
の
羅
馬
字
綴
り
の
b
o
警
営
餌
Ω
副
勢
＄
口
を
新
た
に
國
宇
に
書

改
め
た
も
の
を
一
回
ミ
し
、
前
に
そ
の
原
本
の
解
説
ミ
考
謹
を
爲

し
、
後
に
そ
の
用
語
に
關
す
る
研
究
を
附
し
た
も
の
で
、
猫
ほ
別

滞
ミ
し
て
凛
本
全
部
の
實
大
坂
瑠
版
複
製
本
を
添
へ
て
あ
る
。
其

内
、
用
語
に
回
す
る
研
究
は
著
者
專
攻
の
三
三
墨
の
方
面
か
ら
詳

細
且
つ
興
味
あ
る
考
察
が
な
さ
れ
て
あ
っ
て
、
露
語
學
研
究
者
、

吉
利
支
丹
研
究
者
等
に
稗
盆
を
與
へ
る
こ
ミ
鮮
少
で
な
い
。
（
菊
版

假
、
本
編
三
五
二
頁
、
東
京
東
洋
文
庫
心
行
、
優
十
二
圓
）

　
　
　
亀
町
書
類
從

　
群
書
類
從
が
多
鍬
の
且
つ
貴
重
な
る
古
文
獣
を
網
羅
し
て
吾
人

に
提
供
し
學
界
に
多
大
の
寄
與
を
罰
し
て
み
る
事
は
今
更
喋
々
を

、
要
せ
ぬ
事
で
あ
っ
て
、
從
來
刊
行
さ
れ
た
事
も
撒
回
に
及
び
、
改

訂
櫓
補
き
れ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
未
だ
完
本
ε
は
幽
す
る
こ
，
こ
を
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四
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得
な
い
も
の
で
あ
る
．
。
之
に
依
っ
て
此
度
内
外
書
籍
株
式
會
祉
は

上
阻
萬
年
、
和
砂
嚢
書
、
藤
弾
乙
男
、
三
浦
周
行
、
新
村
繊
、
幸

田
成
行
，
辻
善
之
助
、
藤
村
作
の
諸
博
士
を
監
修
、
三
上
参
次
、

黒
板
勝
美
の
二
配
達
を
顧
問
に
椰
ぎ
、
多
生
の
墨
者
に
編
輯
を
依

頼
一
て
幾
多
の
善
本
を
集
め
て
嚴
密
に
絞
訂
し
且
つ
簡
明
な
ろ
解

題
及
び
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
利
用
に
便
に
し
、
新
校
群
霞
類

從
ミ
題
し
て
刊
行
す
る
こ
ミ
蕊
な
っ
た
の
は
眞
に
三
界
の
慶
事
ミ

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
去
る
五
月
第
一
回
配
本
を
回
し
、
以
後
侮
月

一
班
づ
エ
刊
行
し
て
二
十
四
ク
月
を
以
て
完
結
す
る
豫
定
で
あ
る

（鼎

}
版
、
特
茄
製
六
一
園
、
　
上
湘
製
五
圓
悶
、
　
東
…
兄
内
外
畿
胤
耕
株
「
式
倫
興
耽
嚢

行
）
〔
以
上
松
野
〕
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本
書
は
著
者
自
ら
一
名
を
支
那
學
叢
考
噛
こ
命
名
せ
ら
れ
て
あ
る

通
り
全
巻
何
れ
も
支
那
墨
閥
係
の
論
文
の
み
で
書
名
は
甚
だ
謙
遜

せ
ら
れ
て
は
あ
る
が
、
内
容
は
永
く
識
者
に
讃
ま
る
べ
き
名
篇
で

あ
る
。
牧
む
る
所
は
主
ミ
し
て
難
誌
「
支
那
學
」
に
嘗
て
掲
載
せ
ら

れ
し
論
文
札
記
に
し
て
、
之
に
他
の
難
誌
、
輩
行
本
等
に
載
せ
た
る


